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は じ め に

　 泥炭地，t泄 界中 に 分布す る として も，イ ン ドネ シ アの よ

うな熱帯地 方 に ま で 及 ぶ な ど とい うこ とは あ ま り知 られ て

い ない こ とで あ る 。
一方，日本で さ え こ れ ま で 泥炭を相手

に 工 事をする とい え ば ， それ は北海道で の こ とム と よそ ご

との よ うに 思 わ れ て い た 。 と こ ろ が 都市 近 郊 の 開発や 道路

・鉄道な ど の 交通網 の 整備が進 む に つ れ て ， 最近 で は 日本

各地 の 工 事個所 で 泥炭カミみ られ る よ うに な り，泥炭地盤対

策 は 日 本全域 の 問題 と し て に わ か に 注 目を浴び る よ うに な

っ て きた 。 これからも，高度経済成長下 で 生活基盤 の 育成

の た め に ，ますます多額 の 金が費やされ る こ とで あ ろ う。

そ し て
， 費用 の 経済的 な使 い 方 の 面か らは ， 土 地価格の 急

騰 に 伴 い 用地費 の やすい 泥炭地 の 高度利用が計 られ ，

一方 ，

輸送 の 高速化の 面か ら ， 路線の 平面線形は ますます直線化

し て ， 路線選定 の 際 に 占め る 地盤条件の 重みが相対的に 減

少す る こ とで あ ろ う。 した が っ て，これから先泥炭地盤に

遭 遇 しその 処理 に 悩 まされ る こ と は
一

層多 くなる もの と予

想され る 。 こ れに 対処 しなが ら泥炭地 の 利用を さ らに促す

もの の 多 くは ，先人 の 経験 ・知識を通 して 得た そ の 時 々 の

学 問 ・
技術 の 水 準で あ り， そ の 向上 とい うこ と に な ろ う。

　 本文は ， まず内外 の 泥炭 ・泥炭地 に つ い て 概説 し，つ ぎ

に そ れ らの 利用 の 歴史をふ りか え り，最後に 英文 と和文 の

技術上 の 研究成果を年代順｝こ披露して い る 。 こ の 文カミ今日

提起 され て い る諸問題の 解決に い さ さか で も役立 て ば幸と

思 う。

1． 泥 炭お よ び 泥炭地

　植物 が枯死 しタ イ 積 した の ち，あ ま り分解 されない 状態

で 存在 し ， しか も植物有機質が全体の 過半を占め る よ うな

有機質土 を泥炭 とい う。

　泥炭は 構成植物 の 質
・量 ・

分解の 程 度や 地 形的成 因な ど

に よ っ て 多種多様に 分類され る 。

　植物カミ枯れ て タ イ積す る量 が タ イ積物の 分解消失量を上

’
回 わ れ ば ， 泥炭 は 世界 の ど こ に で も生 成 す る ぶ，普通 は ，

分解を 抑止 す る 条件 の そろ っ てい る北半球 の ， しかも 1 月

と ，
7 月の平均気温ヵ｛それぞれ

一10℃〜15℃ と 2 ℃ 以

下 の ，多湿 地 に 多 くみ られ る 。 こ の よ うな地 域 で の 泥 炭 の

生長 （タ イ 積）速度は だ い た い 年 に 1mm 程度 で ある 。 泥

炭は チ コ、ウ積世の 1 万年こ の か た の 所産 と され て い る から，

泥炭層 の 厚 さは せ い ぜ い 10n1 ボ 限 度 で あ る。日本の タ イ

積年代は 5 〜6 千年 と推定 され てお り， 層厚は 6m 以下 カミ

多い
。 ま た 各国と も泥炭が 地 表面下 20m 以上 の 深所に 出

現 す る こ とは稀有 の こ と と され て い る 。

　地 表面が 耕作の 及ぶ 深 さ 以上 の 厚 さ をもつ 泥炭層で 覆わ

れ て い る 土 地 を 泥炭地 と呼 ん で い る 。

　お もな国 の 泥炭地 の 広 さを 順 に 示 す と，
カ ナ Pt

“
　11  万

km7，ソ ピ エ 1・70万，ア ラ ス カ 45万，ア メ リ カ12万 ，
フ

ィ ン ラ ソ ド と ス ウ ェ
ーデ ソ 泓 8 万 ，

ノ ル ウ ェ イ と ドイ ツ と

ポーラ ソ ド泓 2 〜 3 万，イ ギ リス 1．6 万 ，
ス ＝

ッ トラ ン ド

とア イ ル ラ ン ドとイ ン ドネ シ ア が 8 千 ，
マ ラ ヤ と ア イ ス ラ

ン ド泓 3 〜 4 千 ， デ ン マ ー
ク ，

ニ ュージー
ラ ン ド，フ ラ ン

ス
， イ タ リー

， オ ラ ン ダ な どの 諸
．
国がそ れ ぞ れ 8 百 〜 L4

千 km2 で ある 。

　 こ れらに 対 して 日本 の 泥炭地 は 大部分 が北海道にあり，

北海道の 泥炭地面積 は 2，000 万 km2 で あ り， 愛知県一県の

広さと等 し く，東京都と神奈川 県 を 合わ せ た面積 よ りは や

や狭 い 。

　構造物の 基礎地盤 の 対象 と して 考えた 土地 カミ
， か な りの

厚 さ と広が りを持 つ 泥炭 か らな り， 構造物を十分に 支持 で

きな い こ とが 予想 され た り確認 され た りす る場 合 に ，そ の

土地 を 泥炭地盤 と い う。

　したbSっ て ，構造物 の 種類や規模 と泥炭の 姓質 ・厚 さ ・

深さな ど と の 相対的関係 い か んに よ っ て は ， 泥炭地すなわ

ち 泥炭地 盤 とい うこ とに は な らな い 。 ま た ， 泥炭地で な く

て も， か な りの 厚さ と広 が りを 持つ 泥炭が地表か らあ る深

さの 下に 埋 積 して お り， それが構造物 の 安全性をそ こな う

お そ れが あれば ， その 土地 は 泥炭地盤 とみ なされ る 。

2， 泥炭 および泥炭地 の 利用

埠 工 博　防衛大学校教授　土木工学 教室

February ， 1973

　泥炭 と泥炭地 の 利用 法は だ い た い 次 の よ うな もの で ある 。

すなわ ち ， 泥炭は燃料， ウ ／ ス キー
の 香 り付け ， 断熱材，

緩衝材，園芸用保水材な ど で あり， 泥炭地は 遊水池，牧場，
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農地，泥炭地盤，宅地 ， 自然公園な どで あ る 。 それ ぞれ多

少 の 前後 カミあ っ て も開発 の 歴 史の 古 い もの か ら新 しい もの

へ の 順番 に配列 し て い る 。

　 た とえば ， 英語 の ピ ー
ト （peat）は ，11  0〜1500年頃

に で きた 言葉 で ， 泥炭 の 燃料 の 塊 りを意味す る もの の よ う

で あ る 。 ウ ィ ス キ ーの 香 りを付け る の に 泥炭を 用 い る と よ

く聞 くが，こ れ は 工823 年 の イ ギ リス の 密造酒禁止法公布

以前 か ら行なわれて お り，もともと密造酒 を蒸留す る と き

に焚い た泥炭の 移 り香が ウ ィ ス キ ー
の 燻香 で あろ う。 1847

年 に 出版 された有名な ブ v ン テ （Emily 　J．　Bronte ）の 「嵐

が 丘 」 は，イギ リス の ヨ ーク シ ャ
ーの 泥炭 の 荒野 を あ ます

と こ ろ な く描 き出 し て い る ボ，そ こ に は や は り人が住 ん で

お り泥炭地 の い くら か は ， 当時牧場や農地 とな っ て い た と

想 像で き る 。 時代 カミ下 っ て 1930年初期 に な る と ， ス コ
ッ

トラ ソ ドの ル イ ス 島に あ る マ コ
ーレ ー農業試験場か らは ，

牧草地 お よび農地 と して の 泥炭地 と泥炭 の 性質 に 関す る研

究報告 が 出 され て い る 。 その 中 で の 工 学に 関する もの と し

て は ， 農道建設 と排水工 事が事情 の 許す限 り試験地に 施 さ

れ た こ と，泥炭地 に お け る輸送がそれ まで は ソ リで行なわ

れ て い た の に 対 し
， 装輪車両 に 積ん だ 材料を キ ャ タ ピ ラ

ー

式 トラ クタ ーの よ うな装軌車両 が牽引して 輪送問題を解決

した こ とが述ぺ られ て い る 。 こ の 時代 に は 泥炭地 の 農地化

は か な り進め られ ， 泥炭 の 地球物理学的 ， 土壌学的，植物

学的 ， 農芸化学的諸研究が系統だ っ て 行なわ れて お り， 灌

漑排水路や農道建設に 伴 う農業工 学的研究 もか な り進 め ら

れ て い た もの と想像で き る。 道路や 鉄道の よ うな土木工 事

に 関す る調査 ・研究は，この あとすぐに 始め られ現在に 及

ん で い る。この 間 の 経緯は 文献紹介で 述ぺ る こ とに し ， こ

こ で は ，
1955年に カナ ダで 開か れ た一

つ の 注目す べ き研

究集会 に つ い て触れ て お く。 すな わ ち ， す で に 1947年 か

ら泥炭 に 関す る研究 に着手 し て い た カ ナ ダ の NationaI

Research　Council （NRC ）カミス ポ ン サ
ー

に な っ て ，
　 Mus −

keg　Research　Conference （MRC ＞ を開催 した 。 そ の 後

MRC は頻繁に 開か れ て 幾多の 成果を産 ん で い くが ， それ

らを集大成 した もの は 後述す る 1966年の rMuskeg 　Engi・

neering 　Handbook 」 で ある 。

　泥炭の 埋蔵量 の うち どれだ けの 土籍を利用 した か ， ま た

泥炭地面積 の うちどれだけ の 広 さ を開発した か ， とい うよ

うな利用密度 に 関して は ， その 時 々 の 国内事情や研究水準

と密接な関係 に あ り
一

概に い えない カミ，

一
般 に は，第2 次

大戦前は泥炭地 の 国土に 対す る 面積割合 カミ大 き く人 口 密度

の 高い 国， た とえば ， イギ リス
， オ ラ ン ダ，ドイ ツ な どの

諸国に お い て高く， 戦後に お い て は 次第 に 埋蔵量 や面積の

絶対量の 多い 国 ， た とえば，カ ナ ダ，ソ ビ エ トな どが そ れ

らの 先進国に 互 して 利用密度を高め て きた よ うに 思える。

　
一方， 日本に お け る 泥炭や泥炭地 の 利用 の 歴史は，それ

らの 大部分 カミ北海道 に 存在 し て い る関係 か ら ， ご く近年 ま

で は北海道の 開発史その もの である。
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　 北海道 が 渡島の 名 で 歴 史に 初 め て 登場 した の は 658 年頃

とされ て い る が ， 事実上 の 開発 は 1869年 に 開拓使カミ置か

れて か らの こ とである。 以来，北海道 の 開発計画の 主要部

分 は 石 狩 平 野 の 開発で あ り， 平野 の 中 に 6eo　km2 に 及 ぶ

石狩泥炭地 が 存在 し ， 平野を蛇行す る石狩川 の 治水工 事が

近年まで の 開発手法 で あ っ た 。

　 1886年 に 北海道庁ボ開設 され て か ら， 北海道 1  ケ 年計

画 （1901〜19 9）， 第 1期拓殖計画 （19ユ0〜1926），第 2 期

拓殖計 画 （1927〜1946） が 実行 さ れ た 。

　 泥炭地 の 農業開発 に 関す る学問 ・ 技術 は 時任一彦 が 1900

年代 の ご く初め の 頃 に ドイ ツ か ら導入 した とい われ て い る。

時任は 1908年 に 初 め て ピー トサ ン プ ラ
ーを使用 して泥炭

地 の 調査を行ない ，1914 年 に 「泥炭地改良及 び泥炭地利用

論」 を世に 出した 。
こ の 論文は 1937年 の 浦上らに よ る 「泥

炭地 の 特性とそ の 農業」 と と もに 泥炭地 の 農業開発 に 多大

の 影響を与え た とい う。 当時 の 土質 工 学上の 問題 として は

水路の 掘削法や ノ リ面 の 安定，河川堤防 お よび鉄道の 盛土

工 法や 盛土 の安定と沈下 などがあげられ る。 な お ， 日本 で

の 本格的な ウ ィ ス キ ーは ， 1923年 に 研究 に 着手 し て 1933i

年 に 発売された との こ とで あり， 燃料と して の 利用 は 他の

自家燃料 と加工 燃料 を含め て も当時微 々 た る もの で あ っ た a

　戦後，経済 自立 ・ 人 口 問題の 解決 ・国民土 気 の 向上 を 目

途 に 国策と して北海道の 総合開発が取 bあげ られ て ， 19501

年 に 北海道開発庁カミ設置された 。 1952 年以降，数次 に わ た

る総合開発計画 が 実施に 移 され，泥炭地 の 開発が急速 に 進

め られ た 。 な か で も 1955年 か ら 8 年余の歳月 と総直轄工

事費 10  億円を投 じて 行 なわ れ た篠津原 野開発計画は
， 末

開発泥炭地 120km2 の 農地化をは か っ た もの で ， 篠津運河

の 開削ボ主要な工事であっ た Q 世界銀行調査団の 来訪や そ

の 勧告に よ る大型建設 機械 の 導入 な どの 動きに 呼応して ，

1955年に は北海道士木技術会の 中 に 泥 炭地 対策委員会ボ

設け られ ， 客土 方式 ・堤防の 安定性 ・運河を含む諸 水 路の

安定性や 水 路 ICよる 排水 効果など ・道路の 短期急速設定と

安定促進方法を検討 し始 め た 。 さ らに 1957年には農業土

木学会に泥炭地 の 排水研究委員会が組織され ， 主 と して 泥

炭 の 試験法 と排水路 の 維持管理 に つ い て の 研究が始め られ

た 。 この よ うに して 泥炭地 の利用 と それに 伴 う学問 ・技術
．

は 昔 日に 比 べ て 飛躍的に 発展 した 。

　1960年頃か ら東海道新幹線の 工 事区間 に 泥炭 の 出現演

報じ られ，1963 年以 降土質 工 学会に 有機質土の 試験法に 闘

す る 研究小委員会が 設けられ ，
1966 年頃からは 東名高速道

路 の 泥炭 地 盤 に 関す る報告 も出 て ，泥炭や泥炭地 盤は もは

や 限 られ た 地 域 の 問題 で は な くな っ て きた 。

　蛇足 に な る が ， 筆者 は 日本で 泥炭地を舞台に して書か れ．

た 本格的な小説 を 現在 まで に 探 し 出さなか っ た 。 短編と し

て は，松 本 清張 の 「泥炭層
一

統監 （1967年）」 を あげる こ

とボ で き る。

土と基礎，21− 2 （180），
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3． 泥 炭お よび泥 炭地盤 に関す る土 質工 学的

　　文献

　前述 の よ うに 世界各国とも， 泥炭地 の 多くは 昔 か ら現在

ま で 牧場や 農 地 と し て 利用 され，つ ぎに 農地 化 に 必要な灌

漑排水路や農道 の 基礎地 盤 とし て
一

部用い られ ， そ の 後，

鉄道，一般道路，工 場 や用 水 ポ ン プ場などの 大型家屋 ， な ど

の 基礎地 盤 と し て もか な り開発 され る よ うに な っ た 。 反面，

最近 で は特 に ，自然環境を保存する立場か ら開発 を抑制 し，

意識的 に 自然公園と して 利用す る こ とも考えられ て い る。

　泥炭地 の 利用が進むに つ れ て ， 当然 利用 の 手 法 に つ い て

の 研究 や泥炭の 本質に さかの ぼ っ て の 究 明 が そ れぞれ の 関

連す る学 問 分野で 行なわれ て きた 。

　 こ こ で は それらの 諸研究の うち ， 比較的入手 しや す い ，

主 と して 英文の 報論文と邦文で 報告された泥炭や泥炭地盤

に 関す る土質工 学的文献だ けを取り上げ，簡単に しか も経

時的に紹介す る 。

　た だ し，筆者 の 整理が行届か な か っ た り， 紙数 の 関係 で

省 略 した 文献もか な りあ る の で ， そ れ らの 著者に 紙上を借

りて深 くお詫びを申上 げ る 。 年代の 古い 文献は ， 入手 しカミ

た く， ま た ， 現在 の 最新 の 知識を も っ て見直せ ば そ こ か ら

また 新 しい 考 え を も引出せ る と思 うの で ，196Q年以前 の も

の に 対 して やや詳し く紹介した 。

　 3，1 英文 の 報論文など

　1934，1935年 　Cushing ら は，道路建設に お け る 泥炭除

去工 法 とその 費用 ， お よび ， 泥炭地道路盛土工 法 とその 費

叩 ＃ ＃一胴 茅
2 新 r（ 彳F、Ttr恥 1卍 で 翻 魯 1　t’一ノ　11　0 　　L　殆　v　L　丙　v．1　　］　匸一〃　■ノ　　LTHLH　　L．　昌L）

　1935 年の Bautechnik に よれ ば ，
ヨ ーロ ッ

パ や ア メ リ

カ な どで は ， 自動車専用道路を築造す る場合 ， 砂 と泥炭と

を 人力で 置換 え る工 法，爆破工 法，機械力に よ る泥炭除去

とサ ソ ドポ ン プ な どに よ る流砂置換 工 法，架橋法 な どカミ採

用 されて い た とい う。

　 ユ937年に 発行され た HGgentogler の 書 rEngineering

Preperties　 of　Soi1」 の 中 に は，す で に 泥炭 の よ うな軟弱

地 盤上の 盛土 工 法に 関す る記述 カミ見 られ る 。 こ の 年 に は ま

た Porterぷ道路盛土の 安定化にサ ン ド ドレ ーソ を設け る

有用 さを実験的に 述べ た 。 彼ボ扱っ た 土は 必ず し も泥炭 で

は な か っ た が ， 彼の 報文 は 1953年の 石狩川 を ま た ぐ月形

橋の 取付道路工 事に お け る泥炭地盤処理 に ， 初め て サ ソ ド

ドレ ーソ 工 法を採用す る 上で 多大の 影響を与えた 。 ただし，

サ ソ ド ドレ ーソ の 理論的解 明は 1948年 に な っ て Barron

が行な っ た こ とは周知 の とお りで あ る 。

　 1938年 Wisselingh は オ ラ ソ ダに お け る 主 と し て 泥炭

地盤上 の 道路築造工法に つ い て 述べ た 。 す なわ ち ， 泥炭 と

砂 との 完全置換工法と一部置換工 法 ， ク イ で 直接支持す る

工法 ， 粗朶褥床法 な ど｝こつ い て で あ る。

　 その 後 の 10年間 とい うもの は ， 第2 次大戦 の せ い で
，

どの 分野 で もほ とん どそ うだ ボ この 種の 外国文献を手に 入
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れ る こ とが で きな か っ た 。

　戦後の 1948 年は オ ラ ソ ダ で 国際土質基礎工 学会 沸 開 か

れ た関係か ら，そ の 議事録 に オ ラ ソ ダの 泥炭に関す る研究

成果ボ数多く見られ る 。 す なわち，Cuperus は泥炭地 に お

け る 鉄道線路 の 強化を目的 として ， 土質調査試験 を行な い ，

列車通過時 の 道床 の 上 下移動 と列車速度 の 関係 を 考察し，

道床の 強化方法に つ い て論 じた 。 また別報で ， 鉄道地盤 の

破壊 した 個所 とそ うで ない 個所に つ い て ， 現場透水試験を

行な っ た 結果 ， 両者に 差異 力9あ り，透水性 の 悪い 個所ほ ど

地盤強化 の 必要が ある こ と を述べ た 。 彼は Nie と共同 で

上の 論文 と関連する間ゲ キ 水圧の 測定結果 を も別 に 報じた 。

Nie は 泥炭地線路盛土 上 の 列車通過時 の 震動性状 を 考察し ，

Dibbits は 道路築造法 を紹介し ，
　 Franx は サ ウ ソ デ ィ ソ グ

結果 と ク イの 試験結果の 相関性を検討 し て
一

実験式を提示

した 。 Mierloらは 泥炭 の 時 間
一沈下関係を調べ ，　Koppejan

の 式 を 使っ て 実際 の 時間
一沈下関係を求め ， 透水係数や 間

ゲ キ水 圧 な どの 性状が基盤の 安定 に 与え る影響を検討 した 。

　 こ の 議事録 は ，他に もイギ リス の Ward カ：ウ ェ
ール ズ

に お け る泥炭地上洪水防御堤 の すべ りを 円形 ス ベ リ面 で解

析 した論文 を掲載 し て い る 。

　 この 年に は ま た ，
Carpenter カ：プエ ル ト リ コ に お け る道

路 で サ ソ ド ドレ ーソ 工法を 採用 し，その 経緯，工法 の 細部 ，

経費などを ウ エ ル ポ イ ン ト工 法 と比 較 し な が ら論 じた 。

　1950 年 Smith は イギ リス の 泥炭 に つ い て の 主 とし て

セ ソ 断強さを研究 した 。

　1951 年 ア メ リ カ の Thompson は 泥炭の 圧 密性に つ い

て報告した 。

　 1952年 Porterは ニ ュージ ャ
ージ ーの タ ーソ パ イ ク で

行な っ た サ ソ ド ドレ
ーソ 工 法と ， 195  年か ら 1951年 に わ

た る 盛土量 と盛土の 沈下量 と の 観測結果を発表 した 。 イギ

リス の 道路研究所は 「Soil　 Mechanics 　for　 Road 　Engi ・

neers 」 を発行 し ， その 中 で 泥炭地盤の 処 理 工 法を解説 し

た 。

　1954年 イ ギ リス の Hanrahan は 泥炭 の 構造上 の 諸定

数 ， 透水係数 ，
セ ソ 断や 圧密の 試験結果を報 じた 。

　1956年 Hardy らは泥炭 の セ ソ 断強さを 研究 し，カ ナ

ダの MacFarlane は 泥炭地 上 の 道路建設の 技術を述べ
，

Lewis は イ ギ リス の 取付道路盛土 の 沈下を報 じた 。

　 ユ957 年 Farnhane は ミ ネ ソ タ の 泥炭の 諸性質を報 じ，

カ ナ ダの Radforth らは 泥炭地を構成植物 ， 植生 ， 地形的

要素を考慮して 16階級に 分類 し工学的利用をも考えた 。

　1958〜1960年　ア メ リカ の Brawner は 道路建設上 の 泥

炭問題を数次に わ た っ て 論 じた 。

　 1959年　Lea らは 泥炭地 に お け る道路 の 基礎と舗装 の

設計法 を 述ぺ
， MacFarlane は諸外国に お け る泥炭の 物理

的 お よび力学的性質に 関する 研究を紹介 した 。

　1960 年 宮川は 主 として 北海道の 泥炭 地 に おけ る道路盛

土 工 法に つ い て 検討 し， MacFarlane らは カナ ダの 北部オ
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ン タ リオ の 泥炭地道路 を 評価 した 。

　1960〜1961年 Lake は ス コ
ヅ トラ ソ ドの 泥炭地上道路

の 諸問題を研究 し、また ， サ ソ ド ドレ ーン の 模型実験か ら

間 ゲ キ 圧と沈下の 関係を検討 し ， それぞ れ 別 に 報告 した 。

Thomson もまた ， 泥炭地 の 車両 の 走行性 な どを 2 度に わ

た っ て報 じた 。

　 1961年 Ripley らは 深い 泥炭層上の 盛土 の 沈下性状 に

つ い て 研究 し，Adams らは 泥炭の 室内E 縮試験 を行ない ，

Hillisら は カ ナ ダ の ブ リ テ 4 ッ シ ュ コ 卩 ソ ピ ア 州に お け る

幹線道路建設上問題とな っ た 泥炭の 圧縮性を論 じた 。

　1962年 Brawner らは 泥炭地 に お け る カ ル バ ートの 選

択 に 言及 し，
Anderson は 泥炭地 の 道路工 事例を報 じ，　Lea

は バ ソ クーパ ー
に 接近 した泥炭地帯を通 る幹線道路の 建設

技術を述べ ，Goodman らは 泥炭の 工 学的性質を 室内と現

場 の 実験 を 通 して 検討 し，Schaoeder らは 泥炭 の 二 次 圧

密 の 解析を行ない ， 大平は 北海道 石狩地方 の 泥炭の 試験法

と泥炭 の 構造 モ デル に つ い て 論 じた 。

　1963年 Brawner は ブ リテ ィ ッ シ ュ コ ロ ソ ビ ア の 泥 炭

地盤上 の 道路 の 設計法と施工法を述 べ
，

Adams は 泥炭の

室内 と現場実験 の 相違を発表し ， また ，
MacFarlane らは

泥炭の 性質を 代表 し うる よ うな い くつ か の 性 質に つ い て の

試験結果を吟味 した 。

　 ユ964 年　Lo は 泥炭の 圧密速度 を解析 し ，
　 Hanrahan は

道路の 破壊例を報 じた 。

　1965年 Martinは 泥炭地 に お け る建築に 言及 し ，
　Adams

は カ ナ ダの 泥炭 の 工学的性質 を 紹介 し ，
MacFarlane は 泥

炭 の 圧密に 関する文献紹 介 を 行ない ， MacFarlane らぱ 圧

密過程 と物理的性質変化 の 関係を 追求 し，Boelterは 透水

性を論じ， Wilson らは 圧密速度 に 関する 研究 を 行な っ

た 。

　 1966年 Casagrandeは 泥炭地 盛 土 工 法 に つ い て 述 べ た 。

　 前記の よ うに こ の 年 に は MacFarlane の 監修に よ る

「Muskeg 　Engineering 　Handbook 」 が，　 NRC の 後援の

もと カ ナ ダの トμ ン ト大学 か ら出版された 。 こ の 書 は 8 章

約 300ペ ージ か らな り， 第 1章は泥炭地 に お け る工 学上の

問題，第 2 章 は泥炭地 の 分類 ， 第 3 章は航空写真判読 ， 第

4章 は 泥炭 の 工 学的性質 ， 第 5章は 土質調査，第 6章 は 道

路と鉄道 の 建設，第 7 章は 特殊工 事 に お け る諸問題 ， 第S

章は車両 の 交通能力と走行性で ある 。

　 1967 年 Helenelundは 泥炭の ベ ーン 試 験と 引張 り試 験

を検討 し 1Hanrahan は泥炭の ヒ ズ ミ解析法 を研 究 し，

Cronkhiteは カナ ダの 北部 ア ル パ ータ の 泥炭地 の 道路工事

を 報告 し た 。

　 1968 年 Sheedy らは 泥炭地 に おけ るバ ー
チ カ ル ・ド レ

ーン 工 法を 検討 し，Sturges は ワ イ オ ミ ン グ泥炭地の 水文

学的研究を行な い ，Barden ら カミ泥炭 の 圧密過程を モ デル

化し ， 大平らは粘土 と泥炭 の 圧密試験結果 の 整理法 として

Iog ひ vlog 　Tγ 曲線定規法 を提案 した 。
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　1968〜69年　Barden らは 粘土 と泥炭 の 1 次圧密と 2 次

圧密の 問題を 2 度に わ た っ て 発表 した 。

　1969年 Weber は泥炭 地 盤 に お け る 試験盛土 とその 時

間的経過 を 報告 し，
Berry は 泥炭と粘圭 の 圧 密 を 論 じ ，

Forrestらは 平板載荷試験に お け る泥炭 の 影響を述べ
， 大

平ら は 日本の 泥炭と粘土 の 代表例 に つ い て，そ の 体積圧縮

係数と構造上 の 諸定数 との 相互 関係 を実験的 に 求め た 。

　1970年　Skempton は イ ギ リス の 代表的 な 泥炭と粘土

に つ い て 強熱減量 な どの 諸性質を 調べ
， Lo らは 正規圧密

され た粘土と泥炭 の 時間沈下関係を追求 した 。

　 1972年 Berry らは 泥炭 の 圧密 に つ い て 研究 した 。

　3．2 邦文 の報論文など

　1933年 萩村 は札沼線 石 狩川橋 リ ョ ウ の 基礎地盤調査 に

ボーリン グ と電気的調査を併用 した 。

　1935年 善如寺は 札沼線黄臼内付近 の 鉄道盛 土 の 破壊状

態とその 補修 1・C つ い て 述べ た 。

　1939年 中矢 は 「北海道に お け る 鉄道の 建設 とそ の 特異

性」 を発表 し，その な か で ，泥炭地 の 盛土 を安定 させ る 方

法は ，沈下力：停止す る まで 盛土 し続け る以外に 手は ない だ

ろ うと述 べ て い る 。

　以上 の 報文は 北海道建設事務所長が 取 りま とめ て ，所要

経費とともに 「泥炭地 に お ける築堤沈下 ICつ い て 」 と題 し，

鉄道省土質調査委員会報告第 3 輯 に 集録 され た 。 な お，同

書中に は 九州 の ソーラ 層も取 り上げ られ て い る 。

　1ga3年 山崎は 石狩泥炭地内 の 幌達布と篠津原野 に おけ

る工 事例 か ら泥炭地 の 盛土 に つ い て 検討 し た 。

　1946 年 荒川 らは 北海道石 狩泥炭地内対雁泥炭地 の 地 球

物理学的調査を 行なっ た 。

　19・50年 横道は 北海道，樺太，北千島の 泥炭 の 強さと支

持力｝こ つ い て ， 装置 お よび 方法に 創意を加え て 実験的に 研

究 し た 。

　1950〜1951年 旭川鉄道局は，泥炭地 に お け る線路の 調

査 を，主 と し て，線路周辺泥炭 の 工 学的性質，線路狂い と

保守労力 ， 軌道匐進 ， 軌条面の 沈下 と築堤沈下 ， 道床 の 撓

度 お よび 振動加速度，凍上，道床係数 の 諸項 目に つ い て 行

ない
， そ の 結果 を 「泥炭地 線路 の 調査」 と題 し て 数回に わ

た っ て 報告 した 。

　 1952年 真井 は石 狩地 域 泥 炭地 盤 の 安 定 と沈 下 の 問題 を ，

新 た に 工 夫 した 静的貫入 ・セ ソ 断
・引張 り ・

圧密の 諸試験

の 測定結果 を巧み に 使 っ て 解析 し，設計の
一

般化に 大きな

足跡 を 残 した 。

　1953 〜ユ956年 浦 L ら，b：行な っ た 石狩 ， 天 塩 ， 釧路 3

地域泥炭地 の 土質調査報告htそれぞれ発行 さ れた 。

　1954年　1952年 3月 の 十勝沖地震 に よ る泥炭地 線路 の

被害を 真井 ら ボ，河川築堤を 大坪 らカミ，木造建築物を大野

らが 報告 した D 中野 らは 泥炭地に 採用 した サ ソ ド ドレ
ーソ

工 法に つ い て ，経緯，工 法，盛土 の 沈下 ， 施工 管理 を報 じ ，

大 平 は 月形橋第 2 橋脚の 盛土 に よ る 傾斜 を 論 じ，小山らは

土と基礎 ，
21− 2 （180）
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泥炭上 の 道路築堤 の 安全 性 を増す た め の 繋頭 ク イ打 ち の 実

験的研究を行ない ， 長江は泥炭地用 ブ ル ドーザ ーの 公開実

験を紹介 し，坂 口 は 尾瀬 ケ 原 の モ
ール の 形成 を中心 に泥炭

地 の 地形発達史を 論 じ，原 田 は 泥炭地道路 の 築造工 法 に つ

い て ソ ピ ニ トに例 を とっ て 説明 した 。

　1954 年，1956〜1957 年　高橋ら は，数度 に わた っ て ，

岩手県渋川開拓地 で 行な っ た泥炭地排水 工 法に つ い て 研究

成果を発表した。

　1955 年 宮前は 月形橋の 橋脚の 移動につ い て 報 じた 。 宮

川 らは 「泥炭地 に お け る河川築堤の 土 質工 学的調査」 と題

して ，石狩川水系の 河川築堤の沈下 ・圧縮 の 調査例を報告

した 。 こ の 研究 は その 後も継続 され それ らの 成果は建設省

河川局直轄技術 酬 究会に 数度に わた っ て 報告 された 。 八鍬

は 泥炭の 物理的性質 に つ い て こ の 年数次に わ た り研究成果

を 報 じた 。

　1956年 板倉 は ア メ リ カ ミシ ガ γ 州 の 泥炭の 分類法 ， 試

験方法 ， 道路基礎 の 標準
一
［二法 と特殊工 法 な どを 紹 介 し，大

平 は 石狩泥炭地 に お け る既存道路の 調査例や貫入指数とべ

一ン セ ソ 断強 さ の 関係を 報告 した 。

　1957年 市原 は オ ラ ン ダ，デ ソ マ ーク ， ドイ ツ の 泥 炭地

に お け る道路建設 の 方法を紹介 し，真井らは ベ ーソ セ ソ 断

試験か ら泥炭の 水平 ， 鉛1 両方向の 強 さを分離測定 し，さ

らに それ らと貫入指数との 関係を も求め
， 山内らは 泥炭地

の 用水 路に つ い て泥炭地 盤 の 支持力 と圧密沈下を検討 し ，

根本は 泥炭地帯 の 道路工事に つ い て報 じ，長江 は篠津地域

開発 に 輸入 され た機械に つ い て述べ
， 山崎らは 石狩泥炭 の

pF 曲線を求め た 0

　1958年 柴村らは 篠津地 域に おけ る客土方式 と機械の 運

営を述ぺ ，石塚 は 北海道 に お け る泥炭地 とその 開発を め ぐ

る諸問題を欧米 の 開発様相 と比べ て論 じた 。

　1958〜ユ960 年 権平らは 北海道豊原泥炭地 の 排水路掘削

に おけ る河床 の 浮上が りなどの 変形 に つ い て 研究 し ， そ の

成果を数度 に わ た っ て 発表 した D

　1959年 宮川 は 「泥炭地 の 土質工 学的調査研究」 と題し

て，泥炭地 に お け る既存道路 の 工 学的性状，泥炭地 の土質

工 学的現地 調査法，石 狩泥炭 の
一

般的物理性，泥炭性軟弱

地 に お け る築堤基盤 の 安定性に関す る研究成果を発表 し，

松実は 根室とサ ロ ベ ツ 泥炭の 有機的性質と分析結果を 報告

し
， 小野らは 泥炭地に お け る レ ール の ク リ

ープ の 発 生 機 構

とク リープ 防止策に つ い て 検討 を加えた 。

　 1960年 山 田 らは 東海道新幹線工 事に お け る土 質 お よび

地質調査を報告 して 泥炭地盤 とな り得る個所 を指摘し， 木

下 らは 琵琶湖有機質土 の 工 学的性質を報じ ， 大平は 石狩泥

炭地 で 用 い た 3 イ ン チ 固定型シ ン オ ール サ ン プ ラ
ー

に つ い

て 検討 した 。

　1961年 山崎らは 泥炭 の 各種試験方法に つ い て そ れ ぞ れ

農業土木学会案を提出 し ， 和田 らは泥炭地 に お け る排水路

の 断面変形に 関 し新た に 考案 した 装置で調査 し解析 を行 な
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い ，庄子らは 泥炭地 に お け る 小排水 溝の 機械掘削試験結果

を報 じ，沖 は 泥炭地基礎上 の 橋 リ ョ ウ下部構造 の 基礎工 法

に つ い て 述べ ，大平 は泥炭 の 採取 に 用 い る ピス ト ン サ ン プ

ラ
ーの 採 取 変形率 を検討 し た 。

　1962 年 渡辺 らは 初期間 ゲキ 比 か ら圧密沈下量を 求め る

方法 を論 じた 。

　1963 年 室町 らは コ ソ ポ ーザ ー工 法に よ る ピー
ト地盤の

処理 に つ い て 述 べ ，別 に 名古屋地方野場軟弱地盤 に お け る

変状観測 を 報告した 。 馬場 は 北海道開発局に お け る主要工

事 の 際の 泥炭地 盤 の 問題を 論説 し，大平 らは 泥炭地 土質調

査に 使用する静的貫 入試験器 の ロ
ッ ドに 働 く摩擦力を測定

し ， あわ せ て 貫入 指数とベ ーン セ ソ 断強 さ の 関係 を追求 し，

また ，大平 は べ ーソ 試験 の 際 の ベ ーソ の 寸法効果 を検討 し

た o こ の 年に は また ， 北海道開発庁は 「北海道未開発泥炭

地調査報告」 を 公表 した 。 こ の 書は 1954年か ら 1963年の

間 の 表題に 関す る調査結果を集大成 した もの で ， 前記 の 時

任，浦 上 らの 書物 とと もに よ くま と ま っ た 本 とい わ れ て お

り， 内容は 土壌学的 に み た 泥炭土 お よ び 泥炭地 と北海道朿

開発泥炭地 調査結果 との 2 編 か らな り，工 学関係者 に と っ

て も大 い に 参考 と な る に 違 い ない 。

　1964 年 河合 らは 北海道 の 泥炭地 に お け る盛土築堤 の 安

定 と沈下 間 題 を述 べ ，宮川 は 北海道地方の 土質事情 とし て

泥炭お よび 泥炭地 盤 に 言及 し，渡辺 らは 北海道幌延泥炭 の

工学約性質を報告し，別 に 泥炭 の 含水量と有機質分 の 含有

量 の 試験方法 を 検 討 した。山 内ら は 土 質工 学会発行 の 「土

質試験法」 の 中で 有機質土 の 試験方法を解説 した が ， この

幇 浦 1，干 1qRq 儒．「一レ暫
’
訃 臨≒輯ヒ暮「 11 己1詼 r完 晦 1 の 星呂彳〒略 r 　t坐 ＾
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て ， 内容を 修 正 した L調査 部門 を土 質調査法に 譲る こ とに

な り， かな り大幅な修 正 削除が行なわ れた 。

　1965 年 河野 らは北海道女満別湖南道路盛 土 の 基礎の 沈

下と安定に つ い て 検討し ， 別 に 石狩川筋元 村に お け る試験

築堤に つ い て 報告し ， 渡辺 らは 本 州の 福島泥炭 の 工 学的性

質 を 報 じ， 室町 らは 常磐線神立〜高浜間 の 軟弱地盤 の 調査

を 行な い ， 大平 らは土質工 学会編の 「土質工 学ハソ ドブ ッ

ク 」 の 中 の
“

軟弱地盤対策
”

で 泥炭地の 土質調査試験 と泥

炭地盤対策 に つ い て 解説 し ， 高橋 は 泥炭性軟弱地盤 の 盛土

対策 工 法を述 ぺ ，前 冂 らは 釧路火力発電所 の 土質調査 に つ

い て 発表 した 。

　1966年 小 川 は 石 狩 川 治 水 小史 の な か で 泥炭地 の 開発の

変遷 を 述べ
， 森 田 らは 泥炭地 に お け る基 礎 工 法 を検討 し，

大平 は 「泥炭 と泥炭地盤」 と題 して
， 泥炭地 に お け る土木

構造物の 諸問題，泥炭 の 物理的性質 ， 泥炭地盤の 調査試験

と泥炭の 力学的性質を解説 し ， 前川 らは 九州 ソ
ー

プ 層 の 工

学的性質を研究 し ， 森永らは 泥炭性軟弱地帯に 設置す る灌

漑水路工 法を追求 し，三 浦 は 山形県大谷地泥炭地に お け る

水路の 掘削工 を 検討 し
， 日本道路公団高速道路京浜建設局

らは 東名高速道路愛甲試験盛土工 事を，また同じく静岡建

設局らは 袋井試験盛土工 事をそれぞれ報告 した 。 土質工 学
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会発行 の 「軟弱地 盤 の 調査 ， 設計 ， 施工 法」 の な か で
， 泥

炭 を含む軟弱地盤 に つ い て ，池 田は その 成 り立 ち と地形的

特徴を，室町は 調査法を，渡辺 は 工学的性質を解説した 。

ま た 稲 田 や 池 田 は 土質工 学会発行 の 「軟弱地盤 の 工 事実施

例 」 の なか で 泥炭地盤上 に お け る道路 と鉄道 の 工 事例をそ

れ ぞれ示 し解説 した 。

　1967年 渡辺 らは泥炭の 有機物分解度試験法を検討し ，

山本 ら は東名高速道路袋井試験盛土 に 関し盛土 基礎 と して

の 泥炭地 盤 の 工 学的特微を述べ た 。

　1968年　日本道路公団高速道路静岡建設局らは 東名高速

道路豊 田磐田 工 事に つ い て報じ， 別 に 原 田 は 焼津地区の ，

中出は 袋井地区の ，浜田は 愛甲地区の 施工 例を 述べ た 。 渡

辺 らは 泥炭地盤上 の 盛土 の 変状観測を報 じ， 山 田 らは 十勝

沖地震調査報告の なか で泥炭地 の 被害に 言及 した 。 持永は

土質工 学会発行 の 「土質調査試験結果 の 解釈 と適用例」 の

な か で 泥炭 の 圧密試験に お け る問題点を論 じ実際へ の 適用

に つ い て の 注意を述べ た。

　1969年 大 平 らは log〜log 曲線定規に よ っ て も，泥炭

を含む 軟弱土 の 圧密
一時間関係を 整理 す る こ とボ で き る こ

とを述べ
， 土 質工 学会 の 土 の 化学的性質委員会は 学会発行

の 「土 質試験法第 1回 改訂 版 」 の なか で ， pH 試験 ， 強熱

減量試験 ， 有機物含有量試験 などに 関す る 1968年 の 学 会

基準案を発表 し た 。

　1971年 宮川は 藤森 らの 編集に よ る 「新 しい 軟弱地盤処

理 工 法 」 の な か で ， 泥炭地 に おける軟弱地 盤の 処理 工 法を

述べ
， 渡辺 は 国 鉄 三 沢〜小川原間 の 盛 土 工 事を 報 じ ， 大 平

は 土質工 学会発行 の 「土 と基礎実用数式 ・図表の 解説 」 の

一つ の章
“

軟弱地盤対策
”

の なか で，泥炭地盤対策を も含

め て 解説 し ， また ， 泥炭 の 分布 と生 成 要因 ， 泥 炭 の 基本的

性質 と盛土 の 調査設計などを他 で論 じた 。

　 1972年 大平らは 土質工 学会発行 の 「土質調査法第 1回

改訂版 」 の なか で 有機質土 に 対す る 調査方法を 解説 した 。

　 この 他に も， 北海道開発局開発調査資料 ， 北海道開発局

土木試験所月報お よび 年報，鉄道技術研究所速報，土木学

会年次学術講演会概要集 ， 土質工 学会研究発表会概要集な

どに 多 くの 研究成果が報告され て い る 。

　最後に 以上 の 文献を通 じて現在特 に 問題となっ て い る こ

とや ， 将来の 動向な ど を想像を ま じ えて 大胆に 述べ 本文の

しめ くく りと しよ う。

　古来 の 関心事は何とい っ て も地盤 の 処 理方法とそ の 評価

に あ る と思 う。 事実 こ の 種 の 研究は 多い
。 しか し ， 現在の

よ うに 工事の 規模・
量淤増大し質も向上 して くる と

，
こ れ ら

の 問題 は さらに 精細 さボ要求され，こ れまで の よ うに
一

般

の 土に 対す る こ とを単に 泥炭 へ 準用す る とい うこ とだけ で

は もは や済ま され な くな り， 泥炭 の 本質 に よ り適 っ た もの

へ と移 り変らね ば な らな くな っ て きた 。 そ の た め ICは まず

材料と して の 泥炭の 性質の 究明が 急 が れ な けれぽな らな い o

　処理方法に 直接関連す る こ の 種 の 動向 と して ， 最近特に

泥炭の 圧密に 関す る研究成果が 上 っ て きた こ とを 挙げる こ

とカミで き る Q そ の 他 ， 泥炭の 構造や組織 に 関す る研究も目

立 っ て 現わ れ始め た 。 た だ残念な こ とに は ， 泥炭の 強さに

関する研究は ， すで に 始め られ て い る とは い うもの の ， 組

織自体の 複雑さ と対象とす る 媒体を等分 ・等質 と考 え ま た

微小変形 の 場を仮定す る い わゆ る 弾性理論が泥炭 に対 し も

はや役立た なくな る こ となどを考えれ ば，その 理論的な取

扱 い に お い て か な りの 困難さカミ予想 され る こ とで あ る 。

　 こ の よ うに泥炭の本質的 な解明に は ， こ こ しば らくの 時

日を要 し，泥炭 に 適 した地 盤の 処 理 工 法 や そ の 評価に 関 し

て もまた 同様 で あ る 。

　 しか し な が ら ， 不 明 な点 を 残 しながら今後工 事 の 需要が

伸び る一方で ある とすれ ば ， 泥炭地盤の 処理 問題 に 関 して

の 近 い 将来 は次 の よ うに い え る で あ ろ う。 すなわ ち，まず ，

中小規模の構造物の 基礎 は 基本的な考え方 に お い て 大きな

変革は な く， 方式に お い て い くぶ ん 進歩 した 形 で ，従来ど

お りの 地盤安定処理方法ボ採用され ，
工 事の 結果 か ら適宜

な方法の 評価ボ 行な わ れ る こ とで あ ろ う。 次に ，重要 かつ

大規模な構造物は ， 構造物の 安全性 に 対す る 地盤問題の 解

明度 は 中小規模 の 物に くらぺ て 相 対 的 に 低 くなる か ら ， 今

ま で の 形 で 工 事を行なうとすれば危険を補 うた め の経費が

か さ み ，む し ろ 基礎 の 形式を変 え て 問題 の よ り少 な い 橋梁

化 の 道を辿 る こ とも予 想 さ れ る 。 ま た ，
い わ ゆ る地 盤処理

問題とは や や離れ るが ， 見方を変え て泥炭の 多 くが 水中堆

積物 で あ る地 盤 条件を 逆 に 利用 して ，その 浮力 を積極的に

生 か し地盤に 対す る荷重条件をやわ らげ る よ うな地下埋設

物なども，将来，物に よ っ て は 考え られ て い くの で は ある

ま い か 。

　 こ の よ うな泥炭 お よ び泥炭地盤そ の もの の工 学的問題の

他 に も， 広大な泥炭地を持つ 国 々 で は ， これ か ら も輸送手

段 に 関す る 研究ボ続け られ て い くこ とで あろ う。 ま た ，
い

ずれ の 国で も，自然環境 として の 泥炭地 を周 囲 の開発と調

和させ また それ か ら保護す る 施設 に 関す る研究 な ど も行な

わ れ て い くに 違い な い
。　　　　　（原稿受理 1972、12．13）
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